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ーツノ論文チ書キ上ゲルマデ

イ寸 ！二徳 7内

ーツノ論文ラ・書キJ--.ゲルマデ誰デモガ経験スルデアラウ千凡ナオ話ヲシテ故伊藤隼三先

生ヲ偲プ思ヒ出話ノーツトシタイト忠ヒマス。モツトモコノ思ヒ出話ヲ書カウトイフ動機

ハ勿論募集 ＝－lflf.ジタノーハ達ヒナイノデスガ年モオシセ 7 ツタ今夜年賀-l!J¥デモ書カウト思

ツテ今年中＝貰ツタ津山ノ手紙ヲ繰ツテヰルウチ＝故先生カラノモノガ出テ来タノテ・ス。

ソレハ簡軍ナ年賀；！）＼デアツタノデスガ厄シク先生ノ内筆デ尻ヲ少シ長ク引イテハハネル癖

ノアルモノデシタ。私ハコノ風ガハリナ文字＝興味ヲ感ジテヰマシタノデ私＝トツテハ先

生ノ絶筆デモアルコノ手紙ヲ大切＝トリノケテ他ハミンナ過去ヲアツサリト葬ル意味デ、セ

イセイシタ気持デオシカタヅケテシマツタノデスガ、コノ時私ノ書粛＝！毘ケテアル先生ノ

寝真ヲカヘリミテ轄タ感悦無量ノアマリ筆ヲトツタワケデス。

私ノ書イタ最初ノ論文ノーツ＝紅門括約筋＝就イテ述ベタモノガアリマスガ、ソレハ訟

ガ陸軍カラ大事院事r生トシテ教室＝入ルヤウ＝ナツテ伊藤先生＝貰ツタ Themaノ；最初ノ

モノデ且ツ最後ノモノダツタノデス。

4月ノアル朝ノコトデシタ。私ハ圃書室ノ大キナ机＝向ツテ読書シテ居ラレタ伊藤先生

ノ前＝呼パレマシタ n ドウイフワケカゾノ頃ノ私ハ伊藤先生＝封ツテヰルト大堅生デアツ

タ頃卜少シモカハラヌキ7 ジメナ気持ェナルノデシタ。否コノ書生気「｛ハ今デモアマリ鑓

ツテハイナヰノデス。ゾコデ只今先生ノ前エコウシテ立ツテ見ルト自ヅカラカタクナツテ

シマウノデシタ。私ハ献ツテオ商事儀ヲシマシタ。先生ハ読ミサシノ書物ノ上＝手ヲ置イタ

偉ロクロク私ノMiモ見ズニ言ハレマシタ。

「アナタ論文ヲ書イテ見ルンデス」

私ハ論文ヲ書クノダト聞イテ一種異様ナ緊張ヲ覚ヱマシタ。

「ハイ IJ 

ト答へテ命ズルママニ椅子＝腰ヲオロシマシタ先生ハアル疑惑＝トラハレテヰルヤウデ

シタ内ソシテ少シク口早＝牛パ猫リ言ノヤウナ口調デ巾サレマシタ n

「Incontinentiaalvi ガドンナヤウ ＝－ Operation ト関係ガアルカガ問題＝ナツテヰル

ンダガ－ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Quergestreifte Muskel ト glatteMuskel トハ元来生理的

=-NatuTガ違ツテヰル・・・・

ソレデ in七emusヲ切ツテシマツタ時ト externusヲ切ツテシマツタ時トハ同ジデアル筈
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ガナイ・・・・・．．．．．．．．．．・・・・・・・・・。」

「・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・」

私ハ先生ノオツシヤルコトヲ賦ツテ聞イテヰマシタ。説明ガ終ルト先生ハ Matti氏ノ

01igiualノ載ツテヰル DeutscheZeitsdn. f. Chirnrgie I冊ヲ私ユ渡シテ立チ去ラレマ

シ夕立ハホットシテ先生ノ後姿ヲ見送ツテヰマシタガ、先生ガドアヲ閉メテ見ヱナクナル

ト一種ノ不安ヲ感ジマシタ。ソレハ先生ガアレホド詳シク説明サレタノニモ拘ラス濁リュ

ナツテ見ルト意味ガトントワカラナイヤウナ気持ガシタノデス。ゾレハ共賞時ノプ｛ア

ナ::f;J.ノ事力ノセイデモアツタ fデスガーツハアマリカタクナリ過ギテシマツテヰタデモア

ツタコトヲ白ii)；セネパナリマセン。ナゼ質問アシナカツタノカ。今サラ先生ノアトヲ遁ツ

カケルワケニモイカナカツタノデス。

フト気ガツイテ見ルト窓ノ机ノ隅ノトコロ＝先輩デアル津井サンガ勉強シテ居ラレマシ

タ。コノ親切ナ先輩ヲ見ツケタ時再ピホットシタノモ7保理カラヌコトデシタ。拡ハ恥モ外

聞モ忘レテ傍へ行クナリ突拍子ナ聾ヲ出シテ言葉ヲカケマシタ。

「先生ハ今何ヲ言ハレタノデスヵ？」

自分＝言ハレタコトヲ他人＝聞イテヰルノデスカラ津井サンハ妙ナ甑Hヲサレマシタ。

シカシ直ク’サマ

「イイ問題ダネ、君！

何サ lSphinkterヲイロイロ切ツテ見；t-ノサ」

直下＝－ Unもersuchuugsmethodcア敬へテ央レマシタノデ偉イモノダト感心シマシタ。

ソレカラ拡ハ直チ＝先生ノ置イテ行カレタ書物ヲ讃ミ殆メマシタ。ソレハ6・70hモノ j三

論文デ、コウシタ論文ヲ始メテ抗ム私ハ Einleitungカラ丁寧＝讃ミ始メマシタ。訣ンデ

ヰルウチ＝硝リデウナヅイテヰマシタ。ナルホド津チi二サンノ言ツタ通リダト合黒i'iスル、ナ

ルホド先生ノ茸ハレタIBiリタトボツボツ先生ノ・，（・ハレタコトガ始メテ足、ヒ出セルヤウ＝ナ

k 時ノタツノモ忘レ、若草Eモ食ベズ＝書物＝カヂリツイテヰマシタ。モハヤ恒l書室＝ハ

誕モ居リマセンデシタ。ソコへ一再ピ先生ガ入ツテ来ラレマシタガ今！主J、－コニコシテナレ

ナレシク－「i

「アナタモ二食＝ド．義ナンデスカ」

「ハイ、二食主義デハナインデアリマス。」

TJ.－＇、陸軍式＝起立シテタチドコロニ疋也＝答ヘマシタ。先生ハ相カハラス路シソウユサ

ツキノ問題ヲ始メル準備トシテ先ヅ解剖製敬室デ局所解；＇＇； I］デ貰習スルヤウベド、レマシ

タ内訟ハアトデ、先n＝.ガナゼアンナ＝満足サウニシテ居ラレタノダラウト考ヘテ見タリシタ

ノデスガ共時ノ：先生ノ気持ハハツキリワカリ 7 センデシタ。モツトモ先生ガ二食主義デア
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ツタコトハ知ツテヰマシタ。先生ノ大キナ人格ノウチユ起ツテクルヨロコピハ結局不可解

ナモノデシタ。

共後Origi11alア熟読頑味スルノ ＝－ 10日許モカカツタヤウエ詑憶シテ居リマスカ、II民ガアル

ト解音I］磨敬室ヘ行キ、足立教授カラ；Wr-・可サレタ屍惜＝ツイテ局所解剖デ賓施イタシ 7 シタ。

其頃ノヤウユ希望＝満チ満チタ気持デ居ツタコトハアリマセン。 'ii.ハやijダカ笠物デモ懐＝

シテヰルヤウナ気持デ歩イテヰマシタ n 春ノ 日ガ甑カ＝担l（イテ．ポカポカシタ気分＝ナル

ト午後ハ早ク散歩＝出カケJレ者モアリ、ベースボ｛ルヤテェスニ熱中シテヰル者モアツテ

時＝ハ研究室ガ金クガラ宰キ＝ナツテシマツタ。ゾンナ時デモ滴リ小室デ解剖デヤツテヰ

ルトヒトカドノ墜者＝ナリスマシタヤウナ嬉シイ気持ニナリ、会クノ自由意志エヨツテ貴

イ研究＝淡到シテヰJレトイフ；洛ツイタココロモチ、長イJ墜生生所ノウチニホントウ＝天下

晴レテ J自由ナ勉強ヲ見出シ得ナカツタ私ハ何カ護見デモシタヤウ＝毘ノ alrn<lemisch臼

Freiheitハココ＝存在シテヰルノ夕、ト叫バザルヲ得ナカツタノデス。

共後一通リノ準備ガ出来、プランヲタテテ先生＝話シマシタラ大屠ヨロコパレマシタ。

「動物ハ何ヲツカウカナ」

「ハイ、犬ヲツカハウト思ヒマス」

「デ‘ハアト 3月カカレパ出来ルカ ラソウイ ブコトェ約束スルデナ j

「－－－－－－－－－．．．．．．．，．．・・・・・・・・・」

私ハ 3月ト言ハレテピックリシテシマイマシタ。先生ノ言葉ハ 3月トイアトコロユ力ヲ

入レラレタハカヘス言葉モナクテ約束シテシマツタノテ‘ソレカラトイフモノハ自由ナ勉強

ナドト天下泰千＝暮スワケエハイカナクナリマシタハ

「君等ノ時代ハデキ去ツテシマウデナ」
’ 

イツカコンナコトモ言ハレテチラト脱マレマシタ。コウナツテクルト道ヲ歩イテヰテモ

気＝ナリ 、電車ニヲ長ツテヰテモ思ヒツイタコ トヲ手帳＝書キトメタリ夜ハオソ クマデ勉強

イタシマシタ。シカシ置自殺ハ忠フマ、ェハイカス‘焼ケツクヤウナ民支ノ炎天下エサラデ

ダ＝痩セ衰ヘタ犬ヲ迫ヒマヘシテヰルミジメ サ。ソノ上賓脆ノ成績ガ、マチマチデJ1_m’M－中

＝迷ヒ込ムトマコト＝気ガイライラシテシマウノデアリマシタ。アル時ハ友人二話カケラ

レテモ返事ヲシマセンデシタ。マタアル時ノ、試ノキカヌ小使ヲシカリトパシマシタ。ソシ

テトウトウ質験ヲ一時中止シテシマイ徐ロニ書物対抗マウト思ツテモウ一度問書室ヘタテ

笛ルコトユシマシタ。宮殿r:f:1ノ犬ハソノウチュ死ンデシマツタリ、選ヂテシマツタリシマ

シタガチツト モ惜シイトハ思ヒ マピンデシタ。シ カシ文献ヲアレカラコレヘ トアサツテヰ

ルウチュドウヤラ自信アモツテ言ヘルヤウナ et was ガ忠ヒアタルヤウ＝ナツテ米マシ

タ。



612 日本外科費曲第七巻第四銃

アル夜アノ庚イ！副書室デタック澗リデ読書＝耽ツテ牛）I..-時アJL-ij/Jjl秘的ナ雰園以ェトヂコ

メラレテヰタコトデ思ヒ出シマス。私ノ心ハ細イ絹糸ノヤウナ一路ヲ辿ツテヰマシタ。ソ

シテ共尖端ハ極メテ徴妙ナ勤格アモツテヰルn 秘ハ今、共尖端ヲ顔面且シテヰJレノデシタ。 I員｝

トシテ聾ナキ大堂ノウチ＝アツテハ人llJ1ノ意心ハ無聾ノj響ヲ聞キワケルコトガア Pマス。

アルヒハ気ノセイデモアツタデセウ．なノ全身ハソノ尖端カラ放ツアルーツノ響ニ集中サ

レテヰマシタ。議カソノ時ノク’ロテスクナシーンヲ見テヰタトシタラ正シク私ヲ精前，，，約者

ダト言ツタデセウ n

ーツノ響！ ソレハ弐ノヤウ＝響イテクル。

「ソレハオマヘガ貰肱シテj文古 fヤウニ拾テテシマツタ甑物ガチャント教へテヰタデハ

ナイカ。オマヘハマダソレ＝気ガ付カナカツタノカ。無撃ナル者ヨ！」

ヤガテ綴魚、クサイ書架ノ一隅＝ミシリト音ガシタカト思フト幻想、ハプット l吹キ去ラレテ

シマイマシタ。シカシアノーツノ響ハ鼓膜＝ハ響カナカツタモノーハ相違ナイノデスガ、

ムセウ＝嬉シクナツテ再ピ質肱シテ見ヤウトイフ勇気デ奥ヘテ央レタノダシタ。 'f;f.ハコノ

深夜＝ブト笑ヒ出シタクモナツタノデスガ皮肉ニモプアウストノ舞豪商ガ聯想、サレタノ

デス。狭イコシック式ノ室ノi告iイ凶天井ノ下ェセツテ悲嘆ニクレテヰJレフアウストハコウ

イブ内

「ハテサテ、己ハ朽与1モ

法嬰モ臨製モ

アラズモガナノiji1j1与さモ

熱心ユ勉強シテ底ノ底マヂ研究シタ

サウシテココ＝カウシテヰ1レ。主，（.ノ J1；ナ。馬鹿ナ己ダナ」拡ハフタタピ滅入ツテシ7 ツ

テ反問セザルヲ得ナカツタ fデス。

「無感ナル者ヨ ト/Ifバレタ己ガコレカラ熱心＝勉強シテ底ノ底マデ研究シティヵウト

イアノカ。フアウストガ聞イテアキレルダラウj

ト自ラヲアザ笑ツテモ見タノデスガ現賓＝立テル拡ハ結局一心不蹴ニエ勉強スルヨリホカナ

カツタノデアリマス。

リ月ノアル木Ill~ 日ノ午後デシタ n 丁度先生ノ臨床講義ノ時IUJデシタガ拡ハ手術量ヂアル

手術ノ助手アシテ居リマスト伊藤先生ノオII乎ピダトイフノデ隣リ J］；巨大講主’へ参リマスト

先生ハMi括主ノノドハカラ{l..=.II乎ピカケマシタ n

「アンタノヤツテヰタ問題ドウナツタナ」

態生ハミンナ私ノ方ヲ見マシタ。私ハ急：ヲ唯ツテ詰惑シタ Fデスガ直グユ筈ヘマシタ ρ

「Sphincteraui e:dernusヲ total＝－切ツテシマイマスト・ J 
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スルト先生ハ－－ k コレヲ王手4生＝向ツテ繰リカヘシ講義ヲサレ7 シタ。

ソレカラ数日ノ後先生ハ在、ノ！京稿ヲ貰ハウト三ヒ同シマシタ n シカシ貰ノトコロ原稿ハチ

ツトモ書イテハヰナカツタノデス。ソレデ、マダIH来上ツテ居リマセント Fi'Iシマシタトコロ

「デハ此次＝合ツタ時貰フコトニスルテナ」

ト言ハレマシク fデコウナツテハ出来トールマデ先生＝合ハナイ工夫ヲスルヨリホカナカツ

タノデス。シカシナガラ同ジ教室＝居ルコトデアレパ絶封＝舎ハナイワケニハイカス、幾

度カ催促サレマシタ。トウトウシマヒ＝ハ先生ハ1'1.：＝.合ウト獣ツテヂヲ出サレJv，私ハ獣

ツテ頭ヲ下グルn ソレガ全ク一種ノ習慣ノヤウニナツテシマイマシタ。アル日廊下デ合ツ

タ時ナドハ 5・8問iサキカラ手ヲ出シタテ来ラレル、ソシテソノ催行キ過ギル。私ハゾツト

振リ艮ツテ見ルト先生ハ手ヲ出サレタ -v-v2・3間行キ過ギタカト ｝，！］、フトゾノ手ハイツノ間

＝カ無意識＝廊下ノ壁ヲ体ツテヰマシタ。ゾシテ先生ノ通ツテ行カレル全廊下ノ壁板ガカ

ラコロ、カラコロト音ヲ立テテヰルノデシタ。壁ガナクナルト先生ノ指ダケガウゴイテ空

ヲハヂイテヰ7 シタ。ソレデモ先生ハマダカラコロ音ヲ開イテデ、モヰル積リノヤウナ足ド

リデ歩イテヰマシタ。先生ハ廊下ヲ歩カレルII寺必ラヌ壁ヲハヂク癖ガアツタノデシタ。

私ハ患者ノ診察ヤ手術ヲ他ノ副手ト同ジヤウ＝ヤラネバナナラナカツタノデアノ小サナ

論文デモ 1ヶ年ホドモカカツタノデス。ソレデモ書キ了ツタ時ノ嬉シサハタトヘヤウモア

リマモンデシタ。最後ノ 1頁ガ情ムトゾノ日ノウチニ調ベテ先生ノトコロヘ念ギマシタ。

先生ハ何トモ言ハズェ受ケトリマシタガ 1週間ホドシテカラカヘシテクレマシタ。ソノ II寺

穏ハ圃書室＝居リマシタガ先生ハ無愛想ナゾブリヲシテ巾サレマシタ。

「アンタ論文ハ自分ノヤツタコトダヶ書クンデス。イラナイコトハ書カンデアリマス」

開ケテ見ルト至ルトコロガマツ赤＝ナツテオリ、泊サレタリ．書キ入レタリ、誤字ノ訂正

仮名、ゾカヒノ訂正、文章ノ訂正、トマコトニ念ノ入ツタモノデシタ。最後ノ文献マデ＝手

ヲ入レ、ゾレ＝ハ雑誌ノ頁数ガ書キナホサレテアルノカアリマス。

「文献＝誤ガアルト本文ガアヤシマレルモノダ」

ト言ハレトウトウ文献トシテアヂタ雑誌ラ・先生ノrliiデ一々トリ調ベサセラレマシタ。訟ハ

コノIIキ先生ノ強イ責任観念＝心ノ底カラ感激シテシマイマシタ n ソシテ論文ハ私ダケノ

モノデハナイノダツタト盟、ヒマシタ。、yウダ先生ノ名＝カカハルモノナノデアツタト考ヘ

タ瞬間ニ何トナクオワピヲシナケレバナラヌヤウナ気持＝ナリマシタ。 TJ.タチュツラクア

タルノモ将来ヲ思ツテ下サルカラナノ夕、ト気ガツキマシタ。主Lハ今f交コウシテ先・生ノ｝{2.ヒ

出＝耽ツテヰルト混i屯トシテ捕捉シ件ナカツタ偉）＼.ナ人十件＝えモヤ［j§倒サレルヤウナ気持

ガイタシマス。イヤ全ク今デモ先生ハータイドコガ偉カツタノダラウト首ハレテモ答ヘル

コトガ出来ナイノデス。アリシ日ノ思ヒ tHハ早馬燈ノヤウェ心＝浮ンデ来マス。アルII寺ハ
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愚弄サレ或時ハ皮肉ヲ言ハν、或時ハ意地ワノレク叱ラレマ シタ。コウイアコトエカケテハ

先生ハ全ク傍若無人デアツタヤウエモ忠ハレマス。ドウカスJレト皮肉ハ先生御自身ガ面白

ガツテヰルヤウデシタ。
も

アル時腸管切除術ヲヤツテヰルト

「アンタ肉眼デ徹誕Iカ。見エナイヤウデハ手術スル貴裕ガナイ テア リマスJ

ト言ハレ、スアル時ハ一度ツカンダコッヘルヲ覆布ノ上＝盤イタトコロ

「アンタコレハコウスルンデス」

トイツ・テ共コッヘルヲ不潔槽ノ中＝投グ込マレマシタ。

ヘル＝アノ手術ヲシテ 8日間：抜糸シテ共日ノ記載 ＝－ EutL(l臼11 ト書イテオイタトコ

ロガ廻診 ノ時二

「ワルイマネハヨスンデス」

・ト言ハレテ鉛筆ヲ出サレテ F..i<len entfernt ト書キ直サレマシタ。訟ハアトデi辞引ヲヒ

イテ見タノデスガ eutbiideu トイフ字ハ見ツカリマセンデシタ。 ‘、 ，

アル婦人カ’肋骨カリエスデ、入院、ンテ来タノデ手術ノ議定＝シテヰタトコロガ廻診ノ日二

胸部ヲ綿密＝聴診サレタアト ヂア ノ皮肉ナ相恰デ暫ク私ヲミツメテヰマシタガ

「アンタ病気ヨリハ命ノ方ガ大切デス」

ト言ツテ手術ヲ取リ消サレマ シタ。店者ハ手術＝ヨツテ肺ノ病態ヲヨリ悪クスルオソレガ

アツタノデシタ。

コウ シタイロイロナ言葉ヤ態度＝;fJ.タチハ一種ノショックヲ感ジタ毛ノデシタ n 針デ刺

スヤウナ言葉！ エモ言ハレヌ皮肉ナ態度！ ソレラハミンナ先生ノ慧眼＝映ジタi謬ガ

直械＝判断サレタ時＝護スルモノデシタ内ソレハ相手ノ反省ヲ促サス＝ハオカナカツタノ

デス。

備テ私ノ 1ツノ論文ヵー出来J二ツタ頃先生ハ停年ノ故ア以テイヨイヨ易経校ア勇退サレルヨ

トニナリマシタ。

初夏ノスガスガシイ風ガ蕪ル頃デシタ。先生ノ門下一同ハ平安心1!1官ュ曾シ盛大ナル園遊

合 ヲ催シテ先生ヲ選ルコト＝ナリマシタ n アノ美シイ池ノ中ノl巷デ烏潟欽授ハイトモシメ

ヤカニ謝恩ノi併ア迷ベラレマシタ。 'TJ.ハ先生ノ席カラアマリ迷クナイトコロ＝席7占メテ

ポカ ントシテヰタヤウナ試カ致シマスガソレデモア ノ熱ノコモツタ師恩ノ読ヲ開イテヰル

II寺ハ工 · ~ソンカカ｛ライルカノ演説デモ聞イテヰルヤウナ陶然トシタ心持デアツタコト

ヲ忘レルコトガ出来マセンn 敬授ノ；~同ず絡ル頃デシタ内フト )i,t カ‘ ツイテ見ルト｛州民先生ハ

涙i倍、X＜~ トシテ流レ、歌肱ノ聾スラ聞ヱテ来タノデアリマシタ《私ハコノ時始メテ我＝カへ

ツタヤウ＝惜別ノ情ガ必然トシテコミアゲテ来タノデアリマス。



華住 鍛 1;1,; 

私ノコノ日ノイデタチハソノ頃ノ在＝トツテハナカナカ振ツタモノデシタ。コノ闘遊舎

＝是非間＝合ウヤウ＝ト忠ツテ新調シタフロックコ｛ト＝ ~IJ 高 ヲカブツテ恰モ Bel arr’1i 

ノ中＝Ii＼テク ）＼， デ、ユロワノ気取ツタ姿デモ足、ヒ出スヤウナモノヂシタ。私ハコノ日始メテ

フロックコートトイフモノヲ着タノヂスカラ無理モナイコト テFツタノヂス。シルクハッ

トヂナカツタノガマダマシデシタガソレテモア J竪イ帽子カ守シックリトシマセンデシ夕、

園庭ノ彼虚此鹿ユハ三三、 Ji.斤．相連レダツタ紳士ガゾレソレ＝治・ナレタ；格恰デフロツグヤ

モー＝ングヲ着テヰマシタ。シカシ書生ポウノヤウナT:f.ガコウシタスタイルテ’先生ノ前ニ

出Jレノガ恥シイヤウナ気モイタシマシタ。デモ今日ダケハ民ツ先キ＝先生＝挨拶シヤウト

思ツテ傍へ寄リ元気ヨク言葉ヲカケマシタ。

「先生！ 御機嫌ヨロシウ」

「................J 

先生ハコノ時他ノ先輩大家連＝トリマカレテ我々末輩ハナカナカ近寄レソウモナカツタノ

デスガ彩、ガコウシタ服接デ先生ノ前＝立チマスト一瞬間皮肉ナ相恰州議面エアフレテ無ー言

ノi援問！ 私ノ日ゴロオソレテオツタソノママノ~閥 1 T;L，ハ帽子デモツタママ会ク軍隊

式＝行骨是正シク気ヲ付ケノ姿勢＝カヘリマシタ。シカシアハタダシイ ~d Jキハッカノ問＝

蜜轄シテ先生ノオ顔ハ慈愛ソノモノノヤウナ形相＝ウチカハリ， HR＝ハ確カ＝涙ノ：露ヲ認

メマシタ。私ハ小サナ聾デ今一度申シマシタ。

「御機嫌ヨロシウ」

先生ハウツ向イタ "77申シマシタ。

「御機嫌ヨウ」

誰カコノツカノ間ノ：光景ア活動窮民＝トツテオイクラ先生ノコノ時ノ表情コゾハ如何ナル

名優＝モオサオサ劣ルマジキ傑作トシテ遺ツタデアロウ。

私ハ舎ガ情ンデカラゾノママスク’師宅スルノガ何ダカ情シイヤウナ気ガシテ新京極ノ方

ヲ捌リマシタ。ソシテ共頃新築サレタ松竹座へ入ツテ活思馬民ヲ見マシタ。弘ノ主：Lドック

格伶ハ散＝モ限＝ツイタモノトミエマス。師ツテ見ルトフロックコートノ内ポケット＝入

レテオイタ財布ガナクナツテキマシタ。 オハリ
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大

賀

阪大

降
事官京腰薦1封＇X線深書1rnrn1－－＝ヨル下肢流血-IB：－＝就テ

血管容：霊前I］定法二ヨル特愛股痕ノ交感市，，経手術並－＝X線

深部照射療法ノ比較

18. 

雄

男

ぼ

信

疋

昌

部

須

悶

紳
来
町

都京

事官京務－衝突物ノ脳循環＝及ポZ影響＝就テ19. 
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良
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今

熊

勝

都

阪

者Ji

題

椛llfil聯移ニヨノレ大腿’百折

2. ヂユピユイトラン氏準縮ニ就テ

骨髄炎遺残死隆萩充模法＝ヨル三計験伊J

幼年者＝来レノレ一種ノ股痘

骨腫標本及ピ患者供覧

結核性栓塞性静脈炎

孤立性大w事子結核＝就テ

運動ガ貨験的パーロー氏病骨望号イヒ＝及ボス影響ニ就テ

9. 慢性軍純炎症性顎下腺腫＝就テ

10. 歯牙ノ！医迫＝ヨル蹟制緩痛＝就テ

11. 精系ノ原溌性肉腫＝就テ

12. 子’白及輸卵管7内容トセ ι「へル二ア」ノ一例

13. 遊走腎ト挟レル Li宮ulamansoni －＝就テ

14. 診断 t興味アル腎孟穿孔＝ヨル腎臓周悶股疹ノーf日j、

附「ピエログラム」供覧

カni昆＝ヨルX線乾板感光度稽5員法

「リプイオドール」注入＝ヨル盟書道X線検査（家兎肝臓内

「リプイオドール」注入ζ ヨルX線篤長像〉

京

大

京

脳混血症欣ノ快復機車事＝閥スノレ疑義

念性膿胸ノ療法及ピ熔JH英資

不服闘胸術＝ヨル結桜1除！｝）；.燃炎ノ治療法

Z手際防御術ノ下＝胸壁切除JJ)j膜移植ヲ施シタル字L腺肉腫

ノ一例

20. 

21. 

22. 

23. 

都1';・ ノ、

者市

阪

戸

戸

京

ー

I

I

J
ノ

議

叩

品

中

胃腸吻合縫合術式＝就テ

！陽重積症ノ統計的視察

腸管＝交泊セル隣軍基へノ！湯重畳症

致命的愈様突起炎ノ症候診断：＆.ピ:ft療法

24. 
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－

－
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次

明

郎

郎

木正
野政

部四

井 !Jill 四

鈴

熊

阿

機

戸

見

都

前11

伏

末

28. 所謂瓦斯腹l佼炎ノ二例

所謂瓦斯腹膜炎＝就テノ疑義

大腸ノー疾患

29. 

：：り．
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費苦
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関

英

英

朗

繁

治

郎

腹

雑

次

総

次
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嘉

正

川三
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本明

村哲三

森鶴亀
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部信
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土

土

烏
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品

仲

畑

中
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赤

中

矢
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阪
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京都
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大阪

大阪

大阪

京都

京都

大阪

棺

京
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大
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都
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大
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:iv 

36. 
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~）. 

育
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郎
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雄

義

治

林

部

村 一
貞
正
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原

崎

阪

阪

竹

勝

中

湖

一個

山

阪

2設

堺

大

大
H. 

48. 

大

倉

結腸；邑長症＝就テ

廻腸S字結腸吻合＝ヨ Jレ大腸噴置術＝就テ特＝術後ノ巡

行的奨塊官事滞＝就テ

直腸狭窄fiEヲ皐セル1ff.際結l陽ノ一例

高度ナルill）防股／き築物療法ニヨル一治験例

腹腔局所禿疫＝就テ

経口完疫法＝ヨノレl湯管克俊獲得程度

消化~:F系ノ内外科領域疾患ト綾日発疫

家兎腹腔内腸管運動ノ一新摘宝霊法＝就テ

淀！揚ノ小腸運動こ及ボ Z影響

40. 悶雛症欣ヲ伴ハザル炎街性謄石＝就テ

41. 騰石症 ／－！｝＇：例〈標本供覧〉

42. 電気的監科~.~械＝就テ

{:3. 腰飽麻酔ノ！揚管機能＝及ポス影響

H. 「ペルカイン」局所麻酔．主就テ

｛；）.軟性下fff菌煮沸宛疫元ノ治療的効果

46. 倉I）傷治療＝於ケノレ余ガ銀剤ノ物理化事的意味トソノ電気

イヒ撃的比較研究

色素性殺菌剤ノi鰹口的謄用二就テ

新廻鯨紛帯法＝就テ

皮膚緊張＝ョル諸J.・.皮権皮術ノ成績z就テ

腸傍ヲ有7-｝レ匝奇形脈

演題温加1 （締切後『11込ノ分〉

51. 股痘患者ノ動脈レ線像＝就テ

49. 

50. 

民
約
音
ニ

一
秀
直

藤
川
禅

車
州
紳
柳
木

名古屋

華主孝

日

ヲF去号

都

欝準博士

Jt. 腰球部交感刺I鰹節1伏索／腹｝）＇突外術式＝就テ

！；て者II帝図大事助教授

52. 

特別講演

欧米＝於ケル理事的療法
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濁逸圏内 外科皐舎

調逸閣内ニ於ケ｝J,本年度（4月1日ヨリ9月：：o日迄ノ）ノ主ナ｝J,外科車合日割及ピ宿題報告

者ハ大略下記ノ様ナモノテアル。

o 4n 2：~日－26 日 調逸外利率合

宿題

Blutung-Blutstillung und Blutungsverhiitung. 

Ohirurgie der "'¥Virbels品ule.

報告者

Stich, Got七ingen

Schmieden, Frankfurも.a.M.

0 6月13日…14日 北西根逸外不！摩舎於グライフスワルド

Trep乱w1tion,Naht uncl Unterbiuclungsmaterial. 

Verbrennungen, ischaemi削・he Oontracturen・

"'¥rnchstumsstiけrungenbei opemtiv hehanclelteu 

V or<lorarrn briichen. 

む l~el' septi削・heAllεonei ii inf e ktiou. 

Uber Blutzuckerbestirnmurg vor uncl nach 

cler Operation. 

Wach叶11H1sst61ungen nach Bes tr・乱hlungen.

-Ober Bl乱senclivertikel. 

1・hel'Mmrnn乱turnい1・en.

Pels = Leuscleu. 

Reschke, Greifswal<l. 

Busello, Greifswalcl. 

Kingreen, Greifswakl. 

Engler, Greifswal<l. 

Fi日＜・her.Rostock. 

06月21日－22日 南東及中部調逸外科早合、於ドレスデン

Die patholog. Ana七omiecler・Wirbelbanclscheiben. Schmorl, Dresden. 

Diespasti州・henZustiinde im Verdauun日目tr:i.ctus. Lehmann, Frankfurt. a. 1¥I. 

06月28日 中古JIライン外科早合於バ｛ゼル

0 7[412日一13日 ライン下流外科事合於ヱツセン

Praktische Gesichtspunkte in cler Di乱guo向 und

Th er旬、1日clcr・Knoch＇‘，n-undGele11 ktu berculose. 

07月26[f パイヱル外科謬合於ミュンヘン

09月8日北東外H理合於ケ｛＝ヒベルグ

Keppeler 


